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1.本発表の課題 
























本円に換算して 5058.72 億円。①2007 年から模倣携帯電話の出荷量が上がり続け、2010 年は
1.75 億台に至り、中国国内において販売されたのは 2500 万台程度、その余の 1.5 億台は全
て海外に輸出された。輸入する国は主に東南アジア諸国、南アメリカ、アフリカである。さらに、
                                                  
① 中国広東省深圳市政府統計報告書 






















品の値段は一枚大体 1000 円だが、模倣品は一枚ただ３0 円くらい、画面と音質もほぼ同じで
ある。従って、模倣品を利用することが違法でなければ、間違いなく、殆どの者は安い模倣品を
利用したいと考えるであろう。④そして、一般的な民衆は、ブランド品に対するいわゆる「忠実












  模倣品は概ねに 3 種類に分けられる。第 1 は、他の製品を模倣する上で製造者の智慧が組
                                                  






の企業秘密或は技術方案を取り、作られた製品である。第 1 と第 2 の場合は模倣品であるが、
第 3 のものは、模倣品の範囲内に属させるべきでない、禁止すべきことである。 





























                                                  
③核心競争力という概念は、1990 年アメリカミシガン大学教授 C. K. Prahalad と英国ロンド商学院教
































に、近年多い新しい政策と法律規定とが作られ、2009 年から年に 1 回の知財に関する白書も
発表され続けている。2011 年４月、最高裁判所により「中国裁判所知的財産権司法保護状況
(2010)白書」（以下「知財状況白書」と称する）が発表された。その「知財状況白書」によると、
2010 年に知財権に関する民事訴訟案件は 42931 件（2009 年より 40.18％増）、その内、特許
権に関するものは 5785 件（同 30.82％増）、商標権に関するものは 8460 件（同 22.50％増）、
著作権に関するものは 24719 件（同 61.54％増）である。また、知財に関する刑事案件も増加し
ており、起訴 1294 件（同 26.99％増）、有罪判決を受けた者は 6000 人である。 
以上のことから考えると、中国においては、模倣品による市場の発展の効果も理論的には全
否定されるべきではないが、むしろ、禁止・規制すべき模倣の実態が山のようにあることが明ら
かである。従って、今後においては、模倣品に対してより厳しい対策を行ったうえで、経済発展
のために必要な「山寨文化」の意義を、改めて考えていくべきであると考えられる。 
